
市　報　に い が た 平成14年11月17日（3） 第　　　号1864

広報ラジオ　９時です！新潟市です（BSN 毎週土曜9:00～9:03） NICE TOWN にいがた（FM新潟毎週土曜10:55～11:00）、にいがた・シティインフォメーション（FM Port 毎週土曜9:30～9:35）、ほか

人 権 相 談
日時 11月27日午前10時～午後３時
会場 東地区事務所
相談内容 家庭内・親族間・近隣間のも
めごと、ほか　申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 新潟地方法務局人権擁護課
（�222-1563）へ

県伝統的工芸品展
日時 11月22日～24日午前10時～午後
６時（24日は午後５時まで）
会場 市民プラザ
内容 匠の技の実演、参加体験、ほか
問い合わせ 県産業振興課（�285-55
11）へ

女声コーラス　コーロ・アミーカ

合 唱 講 習 会

曲目 落葉松、ほか　参加費 1,000円
申し込み 加藤（○夜�269-4510）へ

親子ふれあい遊び
日時 11月29日午前10時～正午
会場 小針青山公民館
対象 未就園児と保護者先着30組
参加費 １組100円
申し込み マザーズフレンドくらぶ・渡
辺（�277-1695）へ

期 日
11・20
11・27

午後７時
～９時

音楽文化会館
りゅーとぴあ

時 間 会　場

児 童 セ ン タ ー
申し込み �は同センター（�246-77
15）へ、�は当日直接同センターへ
※11月18・25・26日休館。幼児は保護
者同伴
�こどものつどい～クリスマス会
日時 12月１日午後１時半～４時
内容 紙芝居、児童劇の上演、ほか
対象 小学生先着50人
�赤ちゃんルーム～作って遊ぼう
日時 12月４日午前10時半～11時半
対象 １歳前後の幼児と保護者
�かるたで遊ぼう
日時 12月８日午後２時～３時
内容 坊主めくり、百人一首、ほか
対象 小学生
�幼児ルーム
期日・内容 12月11日・クリスマス会、
18日・作って遊ぼう
時間 午前10時半～11時半
対象 １歳半以上の未就園児と保護者
�工作教室～カレンダー作り
日時 12月14日午後１時半～３時半
対象 小学生先着20人　参加費 200円
�おはなしのへや（絵本の読み聞かせ）
日時 12月15日午後２時～３時
対象 幼児・小学生

不要衣料品の提供をお願いします
ウエス（機械の油拭き）用の、綿素材

の古着の提供をお願いします。
問い合わせ もぐら工房（�260-3700）へ

東 地 区 公 民 館
申し込み 同館（�241-4119）へ
�親子であそぼう！～ひとあし早いクリ
スマス
日時 12月２・９日午前10時～11時半
対象 ２歳児と保護者先着20組
�ふれあい健康のつどい
日時 12月３日午後１時半～３時
内容 講演「健康づくりと健康機能食品」
定員 先着40人

模擬陪審裁判劇の陪審員募集
日時 12月７日午後１時～５時半
会場 市民プラザ　定員 12人　
※法律の実務に携わっている人を除く
申込締切日 11月28日
問い合わせ　新潟大学法学部鯰越研究室
（�262-6552）へ

わんぱくキッズ食べものセミナー
日時 12月３・10日午前10時～午後０時半
会場 坂井輪地域保健福祉センター
内容 幼児期の食生活、生活習慣病予防
の話、調理実習、ほか　参加費 300円
対象 幼児の保育者先着20人
申し込み 保健所健康増進課（�内線36
69）へ　※保育あり

１歳誕生歯科健康診査
対象 平成13年12月生まれ（北・西・
曽野木地域は来年１月実施）
持ち物 母子健康手帳、問診票、フッ素
塗布希望者は料金1,020円
問い合わせ 保健所保健予防課（�内線
3648）へ　※案内と問診票は対象者に郵送

栗ノ木川下流分科会 栗ノ木を歩こう
日時 11月24日午後１時半～４時
集合場所 山ノ下閘門排水機場（松島１）
申し込み 11月20日までに通船川・栗
ノ木川下流再生市民会議（県新潟土木事
務所計画調整課内�231-8328）へ

山本直子（声楽）＆根津要（チェロ）
ジョイントコンサート

日時 11月23日午後２時開演
会場 りゅーとぴあスタジオＡ
曲目 ショパン「チェロソナタ」、ほか
チケット 全席自由1,500円
問い合わせ 小林（�233-0495）へ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
健
康
第
一
な
の
で
、

体
調
管
理
に
気
を
付
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

今
ま
で
で
最
も
印
象
に
残

っ
て
い
る
こ
と
は
？

渡
辺
「
開
港
五
港
の
各
都
市

で
、
お
祭
り
に
参
加
し
た
こ

と
で
す
。
交
流
を
通
し
て
、

五
都
市
の
つ
な
が
り
の
深
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
中
で
も

新
潟
ま
つ
り
の
民
謡
流
し
な

ど
で
、
み
ん
な
が
一
体
と
な

っ
て
盛
り
上
が
っ
た
の
に
は

感
動
し
ま
し
た
」

大
変
な
こ
と
は
？

松
橋
「
朝
が
早
か
っ
た
り
と
、

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

出
会
え
る
の
で
、
楽
し
い
と

思
う
気
持
ち
の
ほ
う
が
強

く
、
大
変
さ
は
す
ぐ
に
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
よ
」

趣
味
は
？

山
　
「
海
岸
線
や
け
や
き
通

り
な
ど
を
ド
ラ
イ
ブ
す
る
の

が
好
き
で
す
ね
。
自
分
の
考

え
を
深
め
た
り
、
心
を
い
や

し
た
り
と
、
素
敵
な
景
色
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
」

お
す
す
め
の
場
所
は
？

渡
辺
「
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
が
大

好
き
で
す
。
風
景
も
好
き
で

す
し
、
Ｗ
杯
や
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
の
試
合
、
コ
ン
サ
ー
ト

ん
の
３
人
を
紹
介
し
ま
す
。

�
ポ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
新
潟
�

は
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
目
的
に
、
全
国
各
地
で

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど

に
参
加
す
る
、
み
な
と
ま
ち

新
潟
の
親
善
大
使
。
３
人
は
、

学
生
や
会
社
員
と
い
っ
た
普

段
の
生
活
と
両
立
し
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
に
な
っ

て
か
ら
、
気
持
ち
に
変
化
は

あ
り
ま
し
た
か
？

山
　
「
何
事
に
も
責
任
感
と

自
覚
を
持
っ
て
取
り
組
む
よ

今
回
は
、
11
代
目
の
�
ポ

ー
ト
ク
イ
ー
ン
新
潟
�
と
し

て
７
月
か
ら
活
動
し
て
い

る
、
山
　
優
子
さ
ん
、
松
橋

美
歩
さ
ん
、
渡
辺
奈
緒
美
さ左から山　さん、松橋さん、渡辺さん

ポ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
新
潟

山
　
さ
ん

・
松
橋
さ
ん

・
渡
辺
さ
ん

工
業
・
工
学
に
関
す
る
分

野
の
、
技
術
的
・
機
能
的
に

優
れ
、
デ
ザ
イ
ン
性
も
兼
ね

備
え
た
作
品
に
贈
ら
れ
る

「
新
潟
産
業
大
賞
２
０
０
２
」

の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

同
大
賞
は
、
企
業
や
学
生

を
対
象
に
、
ア
イ
デ
ア
に
あ

ふ
れ
、
夢
の
あ
る
製
品
や
技

術
を
募
集
し
、
優
れ
た
作
品

を
表
彰
す
る
も
の
。
技
術
開

発
に
対
す
る
興
味
や
意
欲
を

持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

地
域
の
産
業
発
展
に
つ
な
げ

て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
同
大
賞
に
は
、
企

業
や
個
人
な
ど
か
ら
、
一
般

の
部
に
26
点
、
学
生
の
部
に

15
点
、
生
徒
の
部
に
6
点
の

応
募
が
あ
り
、
優
秀
賞
、
奨

励
賞
、
努
力
賞
、
デ
ザ
イ
ン

努
力
賞
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
11
月
８
・
９
日

に
開
催
さ
れ
た
「
新
潟
ビ
ジ

ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０
２
」
内

で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

優
秀
賞
と
奨
励
賞
、
デ
ザ

イ
ン
努
力
賞
の
受
賞
者
と
作

品
は
以
下
の
通
り
で
す
（
敬

称
略
）。

一
般
の
部

優
秀
賞
　
「
熟

成
乾
燥
機
」
（
�
新
生
バ
イ

オ
）
、
「
光
透
過
式
異
物
検
出

装
置
Ａ
Ｄ
２
０
０
２
」
（
�

ア
デ
マ
ッ
ク
）
▽
奨
励
賞

「
一
般
廃
棄
物
情
報
管
理
サ

ー
ビ
ス
『
エ
コ
キ
ュ
ー
ブ
』
」

（
�
グ
リ
ー
ン
シ
ン
ク
）
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｐ
Ｄ
Ｆ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
」
（
新
潟
キ
ヤ
ノ
テ

ッ
ク
�
）

学
生
の
部

優
秀
賞
　
該
当

な
し
▽
奨
励
賞
　
「
ブ
ッ
ク

ホ
ル
ダ
ー
」
（
長
岡
造
形
大

め
よ
う
と
、
毎
年
、
優
良
従

業
員
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
勤
労
意
欲
を
高

中
小
企
業
優
良
従
業
員

１

４

４

人

を

表

彰

８
・
９
日
に
、
市
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
昨

年
を
上
回
る
約
1
万
3
0
0

0
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
１
３
９
社

（
１
６
０
ブ
ー
ス
）
が
出
展

し
、
ニ
ュ
ー
ア
イ
テ
ム
、
ニ

ュ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
ゾ
ー
ン
を
設
け
て
、
最

新
の
技
術
・
製
品
な
ど
を
紹

介
。
市
か
ら
研
究
開
発
費
の

助
成
を
受
け
、
事
業
化
に
成

功
し
た
市
内
の
中
小
企
業
者

の
紹
介
や
、
Ｉ
Ｔ
系
の
新
事

業
創
出
支
援
施
設
「
に
い
が

た
　
起
業
館
」
の
出
展
ブ
ー

ス
を
設
置
す
る
な
ど
、
本
市

の
取
り
組
ん
で
い
る
産
業
活

性
化
事
業
に
つ
い
て
も
展

示
・
紹
介
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｋ
」
（
新
津
工
業
高
等
学

校
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ー
ム
）
、
「
Ｍ

ａ
ｃ
ｋ
ｙ
５
号
」
（
巻
工
業

高
等
学
校
・
松
澤
昌
則
）
、

「
無
段
変
速
装
置
付
エ
コ
ノ

ム
ー
ブ
」
（
高
志
高
等
学
校

機
械
部
）

デ
ザ
イ
ン
努
力
賞

「
Ｂ
ａ

ｂ
ｙ
　
ｓ
ｏ
ａ
ｐ
『
こ
う
の

と
り
』
」
（
長
岡
造
形
大
学
グ

ル
ー
プ
　
ハ
ピ
ネ
ス
）
、
「
暖

房
ロ
ボ
ッ
ト
『
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

Ｎ
』
」
（
長
岡
造
形
大
学
グ
ル

ー
プ
　
Ｄ
―
ポ
ッ
タ
ー
）

新
潟
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

盛
況
の
う
ち
に
幕

最
新
の
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を

紹
介
す
る
「
新
潟
ビ
ジ
ネ
ス

メ
ッ
セ
２
０
０
２
」
が
11
月

学
・
山
田
英
嗣
）
、
「
知
的
ス

キ
ー
指
導
シ
ス
テ
ム
『
お
し

ゃ
べ
り
ル
ー
ム
ス
キ
ッ
ダ

ー
』
」
（
新
潟
工
業
短
期
大
学

応
用
シ
ス
テ
ム
工
学
研
究

室
）
、
「
住
宅
地
・
市
街
地
に

お
け
る
除
雪
車
『
Ｂ
ｒ
ｉ
ｃ

ｋ
　
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
』
」
（
長
岡

造
形
大
学
和
田
研
究
室
）

生
徒
の
部

優
秀
賞
　
「
キ

ッ
ク
＆
シ
ュ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト

『
Ｎ
Ｔ
―
37
』
」
（
新
潟
工
業

高
等
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
同
好

会
）
▽
奨
励
賞
　
「
赤
外
線

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
」

（
新
潟
工
業
高
等
学
校
・
田

村
希
望
）
、
「
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ

ッ
ト
『
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ
』
」
（
新

潟
東
工
業
高
等
学
校
・
田
村

正
樹
）
、
「
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
―

こ
と
し
表
彰
さ
れ
た
の

は
、
同
一
事
業
所
に
10
年
以

上
勤
続
し
、
貢
献
し
た
１
４

４
人
。
10
月
30
日
に
行
わ
れ

た
表
彰
式
＝
写
真
＝
で
は
、

事
業
所
の
発
展
の
た
め
に
共

に
歩
ん
で
き
た
従
業
員
の
晴

れ
姿
を
見
よ
う
と
事
業
主
も

出
席
し
、
受
賞
の
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
で
あ
い
さ
つ
し
た
長

谷
川
市
長
は
「
長
年
に
わ
た

っ
て
、
誠
実
に
職
務
に
励

み
、
ほ
か
の
従
業
員
の
模

範
と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
知
識
と
経
験
を
、
企
業

の
繁
栄
と
本
市
の
発
展
の

た
め
十
分
に
生
か
し
て
く

だ
さ
い
」
と
、
こ
れ
ま
で

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
感
謝

状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。

�
教
育
講
演
会
「
『
学
力
低

下
』
問
題
と
こ
れ
か
ら
の
子

育
て
・
教
育
」

11
月
30
日

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、
県

教
職
員
組
合
会
館
（
新
光
町
）。

○問
市
母
と
女
性
教
職
員
の
会

（
�
２
２
２
・
９
８
３
９
）

�
新
潟
医
療
福
祉
学
会
特
別

集
会

12
月
７
日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
半
、
新
潟
医
療

福
祉
大
学
（
島
見
町
）
。
音

楽
療
法
、
ほ
か
。
○問
同
学
会

事
務
局
（
会
場
内
�
２
５

７
・
４
４
５
５
）
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な
ど
、
ど
ん
ど
ん
新
潟
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま

す
よ
ね
」

お
す
す
め
の
味
は
？

松
橋
「
こ
の
夏
は
３
人
と

も
、
黒
埼
茶
豆
が
お
気
に

入
り
で
し
た
。
香
ば
し
く

て
お
い
し
い
の
で
、
つ
い

た
く
さ
ん
食
べ
て
し
ま
う

ん
で
す
よ
」

「
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
出

会
う
機
会
に
恵
ま
れ
、
人

生
観
や
仕
事
に
対
す
る
姿

勢
に
触
れ
た
り
と
、
と
て

も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
３
人
。
「
こ
の
経

験
を
活
か
し
て
、
人
間
的

に
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
、
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ

セ
内
で
展
示
（
上
）、
大
盛

況
だ
っ
た
同
メ
ッ
セ
（
下
）

県 体 操 研 究 会
問い合わせ 新潟大学教育人間科学部滝
沢研究室（�262-7080）へ
�体操発表会
日時 12月７日午後１時半～５時
会場 市体育館
�フィンランド体操の講習
日時 12月８日午後１時～３時
会場 東京学館新潟高校体育館
参加費 2,000円


